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剰余金の配当（中間配当）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29年８月４日開催の取締役会において、以下のとおり、平成 29 年６月 30 日を基準日

とする剰余金の配当（中間配当）を行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．中間配当の内容 

 
決定額 

(平成 29 年 12 月期第２四半期) 

直近の配当予想 

(平成 29 年２月 14 日公表) 

前期実績 

(平成 28 年 12 月期第２四半期) 

基準日 平成 29年６月 30日 同左 平成 28年６月 30日 

１株当たり配当金 

※ 
普通配当 11 円 00 銭 同左 

（分割調整後）８円 75銭 

(分割前)17 円 50 銭 

配当金総額 508百万円 - 425百万円 

効力発生日 平成 29年９月 19日 - 平成 28年９月 12日 

配当原資 利益剰余金 - 利益剰余金 

※    当社は平成 28 年 12 月 17 日を効力発生日として普通株式 1 株につき２株の株式分割を行っております。平成 28

年 12 月期第２四半期の配当金額は、当該株式分割調整後の配当金額と、分割前の配当金額の両方を、参考として

記載しています。 

     また、平成 28 年 12 月期第２四半期の配当金額は、普通配当６円 25 銭（分割前 12 円 50 銭）に、当社の創業及

び営業開始から 10 周年の記念配当２円 50 銭（分割前５円 00 銭）を合算した金額です。 

    

２．理由 

当社は、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保し、安定した配当を継続して

いくことを基本方針としており、配当性向については概ね 20％を目処としております。 

平成 29年 12月期第２四半期の中間配当につきましては、上記の方針を勘案した結果、1株当たり 11

円 00銭とさせて頂きました。 

 なお、平成 28年 12月期第２四半期中間配当の分割調整後（１：２）に対し、実質的な増配となって

おります。 

会 社 名 株 式 会 社 ブ ロ ー ド リ ー フ 

代 表 者 名 代表取締役社長 大山  堅司 

（コード番号：3673 東証一部） 

問 合 せ 先 取締役副社長 山中  健一 

（ TEL. 03-5781-3100） 



 

 

（ご参考）年間配当について [平成 29年２月 14日公表] 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

平成 29年 12月期予想 11円 00銭（確定） 11円 00銭 22円 00銭 

（ご参考） 

平成 28年 

12月期実績 

分割調整後 

(１：２) 
8円 75銭 

12円 50銭 

21円 25銭 

分割調整前 17円 50銭 30円 00銭 

注 平成 29年 12月期の一株当たり年間配当は、実質 0円 75銭の増配予想となります。 

 

以上 

 

 

 


